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本研究で使用する Cosmo-Zは１つの基板に8chの ADCを搭載した FPGAボードである。本

研究では，Cosmo-Zを素粒子の測定に用いるために，FPGA上にミューオンの寿命を測定す

るプログラムを開発して実装する。ミューオンの寿命は2.2μsと知られている。FPGAボ

ードは最大125MHzのクロックで動作させることができ，ミューオンの寿命を測定すること

が可能である。第一段階の試験として，しきい値回路を実装し，計数回路とチャネル間の

タイミング情報の読出しを行った。 


